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第
三
回
協
議
会
は
三
月
九

日
、
広
見
町
民
会
館
で
午
後

二
時
開
会
し
、
報
告
一
件
、

議
案
二
件
、
継
続
協
議
二
件
、

新
規
協
議
三
十
件
を
協
議
し

ま
し
た
。

十
六
年
度
の
協
議
会
事
業

計
画
及
び
予
算
を
原
案
ど
お

り
承
認
し
ま
し
た
。

継
続
協
議
の
「
新
町
の
名

称
に
つ
い
て
」
は
宮
本
委
員

長
が
、
公
募
す
る
旨
の
第
一

回
小
委
員
会
の
報
告
を
行
い
、

新
町
の
名
称
を
四
月
か
ら
募

集
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で

確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
町
村
議
会
議
員
の

任
期
及
び
定
数
の
取
扱
い
に

つ
い
て
」
は
、
確
認
に
は
至

ら
ず
再
度
継
続
協
議
と
な
り

ま
し
た
。

新
規
協
議
三
十
件
の
う
ち
、

「
各
種
事
務
事
業（
管
財
業
務
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
を
継

続
と
し
た
以
外
は
、
原
案
ど

お
り
確
認
し
ま
し
た
。

確
認
さ
れ
た
協
議
案

使
用
料
、
手
数
料
の
取
扱
い

に
つ
い
て

一

事
務
手
数
料
等
に
つ
い

て
は
、
新
町
に
お
け
る
住

民
の
一
体
性
の
確
保
及
び

負
担
公
平
の
原
則
か
ら
合

併
時
に
統
一
す
る
。

二

施
設
等
使
用
料
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
現
行

の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ

し
、
類
似
す
る
施
設
の
使

用
料
に
つ
い
て
は
、
新
町

に
お
い
て
引
き
続
き
検
討

す
る
。

三

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、

現
行
ど
お
り
の
料
金
体
系

と
し
、
日
吉
村
に
あ
る
小

規
模
水
道
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き

継
ぐ
。

四

水
道
加
入
金
に
つ
い
て

は
、
広
見
町
の
例
に
よ
る
。

五

水
道
業
務
に
係
る
手
数

料
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
統
一
を
図
る
。

各
種
事
務
事
業
（
議
会
業
務
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

議
会
業
務
に
つ
い
て
は
、

新
町
に
移
行
後
速
や
か
に
調

整
す
る
。

第
三
回
協
議
会

使
用
料
、
手
数
料
等

二
十
九
件
を
確
認

新町の名称を募集します
募集期間 4月1日から4月25日まで（当日消印有効）

広見町と日吉村が合併した場合の新しい町
の名称を次のとおり募集します。
皆さんふるってご応募ください。
○応募できる人
広見町・日吉村に住所のある人ならどなた

でも応募できます。（ただし、１人１点としま
す）
○応募の方法
募集チラシの専用はがきをご利用ください。
FAX、eメールでも応募できます。
○賞品等
名付け親大賞　１人
（５万円相当の図書券又は商品券）

名付け親賞　 ８人
（１人につき１万円相当の図書券又は商品券）
佳　作　　　　４人（１人につき１万円相

当の図書券又は商品券）
アイデア賞　　３人（１人につき５千円相

当の図書券又は商品券）
○提出先
広見町・日吉村合併協議会事務局　
広見町大字近永800番地１（広見町民会館

３階）
FAX 45－3078
eメール　gappei @town.hiromi.ehime.jp
TEL45－1111（内線400～404）

新町名候補選定小
委員会の報告をす
る宮本委員長
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各
種
事
務
事
業
（
企
画
業
務
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

地
域
活
性
化
助
成
事
業

に
つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い

て
新
た
に
制
度
を
定
め
る
。

二

地
域
交
通
体
系
に
つ
い

て
は
、
新
町
に
お
い
て
十

分
な
計
画
に
よ
り
構
築
を

図
る
も
の
と
す
る
。

三

若
者
定
住
住
宅
奨
励
金

制
度
に
つ
い
て
は
、
新
町
に

お
い
て
新
た
に
検
討
す
る
。

四

集
会
所
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き

継
ぎ
、
管
理
に
つ
い
て
新

た
な
基
準
を
設
け
る
。

五

国
際
交
流
事
業
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
新
町
に

移
行
後
速
や
か
に
調
整
す

る
。
な
お
、
広
見
町
で
実

施
の
ふ
る
さ
と
基
金
海
外

研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き

継
ぐ
。

六

そ
の
他
の
企
画
業
務
に

つ
い
て
は
、
各
種
計
画
の

策
定
を
は
じ
め
、
新
町
に

移
行
後
速
や
か
に
調
整
す

る
。

各
種
事
務
事
業
（
広
報
公
聴

業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

広
報
誌
は
現
在
の
広
見

町
の
規
格
と
同
等
と
し
、

毎
月
一
回
発
行
し
情
報
公

開
に
努
め
る
。

二

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
第
一

と
し
た
内
容
で
作
成
す
る
。

三

新
町
移
行
後
、
住
民
の

意
見
・
提
言
を
幅
広
く
受

け
入
れ
る
た
め
、
地
域
懇

談
会
の
開
催
を
は
じ
め
と

す
る
広
聴
業
務
の
推
進
を

図
る
。

各
種
事
務
事
業
（
電
算
業
務
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

電
算
業
務
に
つ
い
て
は
、

合
併
に
よ
っ
て
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
十
分

に
配
慮
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
。
な
お
、
二
町

村
の
現
在
の
業
務
内
容
を
調

査
し
、
合
併
時
点
か
ら
運
用

す
る
業
務
と
、
合
併
後
に
整

備
す
る
業
務
に
分
類
し
、
十

分
な
計
画
の
も
と
に
統
合
を

図
る
も
の
と
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
税
務
業
務
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

納
税
組
合
は
、
現
行
の

ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
。

二

口
座
振
替
制
度
に
つ
い

て
は
、
新
町
に
お
い
て
も

引
き
続
き
推
進
す
る
も
の

と
す
る
。
な
お
、
振
替
日

に
つ
い
て
は
広
見
町
の
例

に
よ
る
。

三

所
得
申
告
受
付
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町

に
引
き
継
ぐ
。

四

そ
の
他
の
税
務
業
務
に

つ
い
て
は
、
新
町
に
移
行

後
速
や
か
に
調
整
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
選
挙
管
理

委
員
会
業
務
）
の
取
扱
い
に

つ
い
て

一

投
票
区
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き

継
ぐ
。

二

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
に
つ

い
て
は
、
新
町
に
お
い
て

調
整
す
る
。

三

期
日
前
投
票
所
に
つ
い

て
は
、
合
併
時
に
は
現
行

の
と
お
り
と
し
、
新
町
に

移
行
後
随
時
調
整
す
る
。

四

開
票
区
に
つ
い
て
は
、

一
開
票
区
と
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
監
査
委
員

業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

監
査
委
員
業
務
に
つ
い
て

は
、
監
査
委
員
の
活
動
に
支

障
が
な
い
よ
う
担
当
部
署
等

の
調
整
を
行
う
。

各
種
事
務
事
業
（
林
業
業
務
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

林
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き

継
ぐ
。

二

林
業
振
興
事
業
に
つ
い

て
は
、
合
併
ま
で
に
内
容

を
精
査
し
、
合
併
後
調
整

を
行
う
。

各
種
事
務
事
業
（
水
産
業
務
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

水
産
業
務
に
つ
い
て
は
、

内
水
面
漁
業
の
放
流
事
業
で

あ
り
、
広
見
川
の
水
産
資
源

確
保
の
た
め
、
現
行
の
ま
ま

新
町
に
引
き
継
ぐ
。

各
種
事
務
事
業
（
商
工
観
光

業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

中
小
企
業
振
興
資
金
融

資
制
度
に
つ
い
て
は
、
広

見
町
の
例
に
よ
り
制
度
を

設
け
る
。

二

中
小
企
業
制
度
資
金
利

子
補
給
制
度
に
つ
い
て
は
、

補
助
率
の
見
直
し
を
行
い
、

平
成
十
七
年
分
か
ら
適
用

す
る
。

三

企
業
誘
致
促
進
に
係
る

制
度
に
つ
い
て
は
、
広
見

町
の
例
に
よ
り
制
度
を
設

け
る
。

四

観
光
関
連
施
設
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引

き
継
ぎ
、随
時
調
整
を
行
う
。

各
種
事
務
事
業
（
建
設
業
務
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

各
種
事
業
、
工
事
等
に

係
る
分
担
金
に
つ
い
て
は
、

新
町
に
お
い
て
新
た
に
制

度
を
定
め
る
。

二

建
設
課
直
営
班
は
、
原

則
と
し
て
新
町
に
引
き
継

ぐ
こ
と
と
す
る
が
、
組

織
・
勤
務
体
制
等
に
つ
い

て
は
、
新
町
移
行
後
、
速

や
か
に
調
整
を
図
る
。

三

里
道
管
理
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
制
度
を
設
け
る
。

四

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き

継
ぎ
、
管
理
に
つ
い
て
は

新
た
な
基
準
を
設
け
る
。

五

そ
の
他
の
建
設
業
務
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
現

行
ど
お
り
と
し
、
新
町
に
移

行
後
速
や
か
に
調
整
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
都
市
計
画

業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

都
市
計
画
区
域
は
、
現
広

見
町
地
域
内
の
一
部
の
み
指

定
さ
れ
て
お
り
、
業
務
に
つ

い
て
は
現
行
の
ま
ま
新
町
に

引
き
継
ぐ
。

各
種
事
務
事
業
（
水
道
業
務
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

給
水
施
設
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き

継
ぐ
。

二

広
見
町
の
水
道
企
業
会

計
及
び
日
吉
村
の
簡
易
水

道
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き

継
ぐ
。

三

検
針
及
び
料
金
徴
収
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま

新
町
に
引
き
継
ぐ
。

各
種
事
務
事
業
（
農
業
委
員
会

業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
業
務
は
、
現

行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
。

各
種
事
務
事
業
（
戸
籍
住
民

業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
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印
鑑
登
録
の
各
業
務
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
現
行

ど
お
り
新
町
に
引
き
継
ぐ

こ
と
と
す
る
が
、
各
種
様
式

の
類
に
つ
い
て
は
、
現
行
広

見
町
の
様
式
に
倣
っ
た
も

の
を
新
た
に
作
成
す
る
。

二

住
民
窓
口
と
し
て
は
、

本
庁
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
基

本
と
し
、
支
所
、
連
絡
所

で
の
各
種
届
出
、
証
明
書

等
の
発
行
な
ど
、
更
な
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
す
も
の
と
す
る
。

三

祝
い
金
制
度
に
つ
い
て

は
廃
止
す
る
。
た
だ
し
、

新
町
移
行
後
、
当
該
制
度

の
内
容
を
再
検
討
し
、
必

要
に
応
じ
新
し
く
制
度
を

定
め
る
。

各
種
事
務
事
業
（
国
保
業
務
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
は
、
合
併
年
度
は
旧
町

村
の
例
に
よ
る
も
の
と
し
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
統
一

し
た
率
を
設
定
す
る
。

二

国
民
健
康
保
険
税
の
納

期
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

六
年
度
は
旧
町
村
の
例
に

よ
る
も
の
と
し
、
平
成
十

七
年
度
か
ら
は
全
八
期
と

し
、
地
方
税
の
納
期
を
十

分
に
勘
案
し
、
一
時
期
に

負
担
が
集
中
し
な
い
よ
う

調
整
を
す
る
。

三

国
民
健
康
保
険
の
保
健

事
業
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
広
見
町
の
例
に
よ
る
。

四

そ
の
他
の
国
民
健
康
保

険
業
務
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
健
全

な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、

新
町
に
お
い
て
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
を
設
置

し
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
も

の
と
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
年
金
業
務
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

年
金
業
務
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
継
ぐ

も
の
と
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
介
護
保
険

業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

介
護
保
険
業
務
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
現
行
の

ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
こ

と
と
す
る
。

二

介
護
保
険
料
（
一
号
被

保
険
者
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
新
た

な
保
険
料
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。

三

介
護
認
定
審
査
会
は
松

野
町
及
び
新
町
で
新
た
に

設
置
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
保
健
業
務
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

保
健
業
務
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
推
進
の

た
め
、
更
な
る
事
業
の
充
実

を
目
指
す
よ
う
に
調
整
を
図

る
。

各
種
事
務
事
業
（
高
齢
者
福

祉
業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い

て一

敬
老
祝
い
金
は
廃
止
の

方
向
で
検
討
す
る
。
た
だ

し
、
対
応
策
と
し
て
、
介

護
手
当
支
給
制
度
を
充
実

さ
せ
る
方
向
で
検
討
す
る
。

二

敬
老
会
（
敬
老
行
事
）

に
つ
い
て
は
、
七
十
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
と
す

る
。
な
お
、
開
催
範
囲
は

新
町
移
行
後
も
当
分
の
間

は
現
行
ど
お
り
と
し
、
随

時
調
整
す
る
。

三

高
齢
者
福
祉
に
か
か
る

各
種
事
業
に
つ
い
て
は
、

内
容
を
充
実
し
新
た
に
制

度
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
社
会
福
祉

業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

新
町
の
障
害
者
福
祉
計

画
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

八
年
度
分
か
ら
策
定
す
る
。

二

民
生
児
童
委
員
協
議
会

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
組

織
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
社
会
福
祉

協
議
会
業
務
）
の
取
扱
い
に

つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い

て
は
、
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
独
立
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
る
が
、
高
齢
者
福
祉
、
障

害
者
福
祉
な
ど
、
行
政
上
の

必
要
な
情
報
を
福
祉
業
務
と

共
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
連
携
を
保
ち
地
域
福

祉
の
充
実
を
図
る
。

各
種
事
務
事
業
（
児
童
福
祉

業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

児
童
手
当
及
び
貸
付
金

等
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
。

二

保
育
所
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き

継
ぐ
。

三

保
育
所
の
保
育
時
間
、

休
日
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
広
見
町
の
例
に
よ
り

統
一
す
る
。

四

特
別
保
育
事
業
に
つ
い

て
は
、
各
施
設
（
地
域
）

の
実
情
に
応
じ
た
事
業
を

取
り
入
れ
る
こ
と
と
す
る
。

五

保
育
料
に
つ
い
て
は
、

合
併
年
度
は
現
行
ど
お
り

と
し
、
平
成
十
七
年
度
か

ら
新
た
に
制
度
を
設
け
、

統
一
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
診
療
所
業

務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

診
療
所
業
務
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
現
行
の
ま
ま
新
町

に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
が
、

新
町
と
し
て
の
一
体
性
の
確

保
と
、
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
医
療
体
制
を
確
立
す

る
た
め
、
各
診
療
所
間
で
の

連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
学
校
教
育

業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

小
・
中
学
校
区
に
つ
い

て
は
、
新
町
移
行
後
も
当

分
の
間
は
現
行
の
と
お
り

と
す
る
。

二

児
童
生
徒
の
通
学
補
助

に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
通
学
状
況
及
び
公
共
交

通
機
関
の
状
況
を
十
分
に

勘
案
し
、
新
た
に
制
度
を

設
け
る
。

三

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま

新
町
に
引
き
継
ぐ
。

四

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き

継
ぐ
。

五

学
校
開
放
に
つ
い
て
は
、

基
準
を
統
一
す
る
。

六

奨
学
資
金
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
制
度
を
設
け
、
平

成
十
七
年
度
就
学
者
か
ら

適
用
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
社
会
教
育

業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

社
会
教
育
施
設
等
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新

町
に
引
き
継
ぐ
。

二

公
民
館
に
つ
い
て
は
、

新
町
に
お
い
て
中
央
公
民

館
を
設
置
す
る
。
現
在
の

広
見
町
中
央
公
民
館
は
廃

止
し
、
そ
れ
以
外
の
公
民

館
を
地
区
館
と
し
、
分
館

に
つ
い
て
は
現
行
の
ま
ま

新
町
に
引
き
継
ぐ
。

三

各
種
講
座
に
つ
い
て
は
、

公
民
館
を
中
心
に
開
催
さ

れ
て
お
り
、
各
公
民
館
の

主
体
性
に
よ
り
実
施
す
る
。
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四

人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、

新
町
の
教
育
委
員
会
に
お

い
て
教
育
方
針
を
策
定
し

そ
れ
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

五

成
人
式
に
つ
い
て
は
、

新
町
移
行
後
も
当
分
の
間

は
現
行
ど
お
り
と
し
、
随

時
調
整
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
社
会
体
育

業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

町
村
民
運
動
会
（
体
育

祭
）
に
つ
い
て
は
、
新
町

移
行
後
も
当
分
の
間
は
現

行
の
と
お
り
と
し
、
随
時

調
整
す
る
。

二

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
行
事
）

に
つ
い
て
は
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、

継
続
、
廃
止
の
問
題
を
含

め
て
、
新
町
に
移
行
後
、

速
や
か
に
調
整
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
文
化
芸
術

業
務
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一

文
化
祭
（
展
示
、
芸
能

発
表
）
及
び
そ
の
他
の
文

化
行
事
に
つ
い
て
は
、
開

催
方
法
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
新
町
に
移
行

後
、
速
や
か
に
調
整
す
る
。

二

国
・
県
指
定
文
化
財
調

査
及
び
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町

に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
す
る
。

三

町
村
指
定
の
文
化
財
に

つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い

て
新
た
な
制
度
を
設
け
る

こ
と
と
す
る
。

水道加入金（現行）
量水器口径 広見町 日吉村

13㎜
20㎜
25㎜
30㎜
40㎜
50㎜

口径区分なし
40,000円
60,000円
90,000円
180,000円
250,000円
300,000円

70,000円

※　日吉村の加入金については、水道本管から量水器メーター
までの工事費を含む。

水道加入金（調整案）
量水器口径 金　　　　額
口径区分なし
13㎜
20㎜
25㎜
30㎜
40㎜
50㎜
75㎜
100㎜

40,000円
60,000円
90,000円
180,000円
250,000円
350,000円
600,000円
1,000,000円

※　本管からの工事費は事業主負担。

今回確認された「水道料金」については、会計を広見町の企業会
計と日吉村の特別会計の２会計とし、水道料金については現行どお
りとすることで確認しました。
水道料金は独立採算制であり、合併後も健全な運営を維持するた

めには、急激な変化を防ぎながらも随時料金の見直しを行っていく
必要があります。
なお、水道加入金については下表の調整案で確認しました。

使用料、手数料の調整案 （平成16年３月９日確認）

事務手数料の種類

１．複写機手数料
（B5・B4・A4・A3版） １枚につき ５０円

１件につき ２００円

１件につき ２００円

１件につき ２００円

２０円

２．認可地縁団体に関する証
明手数料

３．認可地縁団体印鑑証明書
手数料

４．土地、家屋に関する証明
手数料

（土地、家屋に関する証明５筆
又は５棟を超えるごとの加算）

具体的調整案 事務手数料の種類 具体的調整案

１件につき ２００円

２０円

１件につき ２００円

１件につき ２００円

１件につき １，０００円

５．租税、公課に関する証明
手数料

（公課に関する証明１税目をもって１件と
し、２税目以上は１税目を超すごとに加算）

６．固定資産課税台帳登載証
明手数料

７．仮の固定資産評価価格証
明手数料

８．住宅用家屋証明手数料

１件につき ２００円

１件につき ２００円

１件につき ２００円

１件につき ２００円

１枚につき ４００円

１枚につき ４００円

９．公簿、公文書及び図面の
閲覧又は照合手数料

10．公簿、公文書及び図面の
騰抄本複写交付手数料

11．地籍図複写交付手数料
（謄本）

12．地籍図複写交付手数料
（抄本）

13．地籍図集成図複写交付手
数料（謄本）

14．地籍図集成図複写交付手
数料（抄本）

水道料金について

（次頁へ続く）



（ 5）

事務手数料の種類 具体的調整案 事務手数料の種類 具体的調整案

１枚につき ４００円15．地籍図根多角点網図複写
交付手数料（謄本）

16．地籍図根多角点網図複写
交付手数料（抄本）

17．臨時運行許可申請手数料

18．その他の証明手数料

19．督促手数料

20．選挙人名簿抄本複写交付
手数料

21．鳥獣飼養許可手数料又は
更新手数料若しくは再交
付手数料

22．農地法による農地又は採
草放牧地の所有権の移転
諸権利の設定、移転、農
地の転用並びに貸借権の
解除、解約その他農地法
による諸手続並びに手続
き上の農地の分割、実測
に対する手数料

23．戸籍の騰抄本手数料

24．戸籍に記載した事項に関
する証明手数料

25．除籍の騰抄本手数料

26．除籍に記載した事項に関
する証明手数料

27．届出・申請の受理又は届
出その他の書類の記載事
項の証明書手数料

28．上質紙を用いた婚姻・離
婚・養子縁組・養子離縁
又は認知の届出の受理証
明書手数料

29．戸籍の附票に関する写し
の交付手数料

30．届書その他の書類の閲覧
手数料

31．住民基本台帳の閲覧手数
料

32．住民票の写しの交付手数
料

33．住民票の記載事項の証明
書手数料

34．外国人登録済証明書手数
料

35．印鑑登録証明手数料

36．印鑑登録証の交付手数料

37．介護保険料納付証明書手
数料

38．指定居宅介護支援手数料

39．犬の登録手数料

40．狂犬病予防注射済票の交
付手数料

41．犬の鑑札の再交付手数料

42．狂犬病予防注射済票の再
交付手数料

43．普通診断書

44．死亡診断書

45．死体検案書

46．身体検査書

47．理容師免許用診断書

48．猟銃所持申請用診断書

49．警察及び裁判所用診断書

50．生命保険用診断書

51．身体障害者手帳交付用診
断書

52．年金用診断書

53．その他の証明

54．往診時自動車使用料

１枚につき ２００円

１両につき ７５０円

１件につき ２００円

１通につき １００円

１枚につき ５０円

１世帯１羽につき
３，４００円

１件につき ２００円

１通につき ４５０円

１件につき ３５０円

１通につき ７５０円

１件につき ４５０円

１通につき ３５０円

１通につき １，４００円

１通につき ２００円

１件につき ３５０円

１件につき ２００円

１通につき ２００円

１通につき ２００円

１通につき ２００円

１件につき ２００円

１件につき ３００円

１件につき ２００円

１件につき ２００円

１件につき ３，０００円

１件につき ５５０円

１件につき １，６００円

１件につき ３４０円

１件につき １，０５０円

１件につき １，０５０円

１件につき １，０５０円

１件につき １，０５０円

１件につき １，０５０円

１件につき ３，１５０円

１件につき ３，１５０円

１件につき １，０５０円

１件につき ３，１５０円

１件につき １，０５０円

５km以内片道 ５００円

５km以上片道 ８００円

１件につき ５，２５０円
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合併前の広見町の区域

合併前の日吉村の区域

地域審議会の設置に関する事項
第2回協議会（2月5日開催）で確認された地域審議会の設置に関する事項を掲載します。

（設置）
第１条　合併後、市町村の合併の特例に関する法律（昭和40年法律第６号）第５条の４第１項の規定に基づ
き、次のとおり地域審議会（以下「審議会」という。）を設置する。

（設置期間）
第２条　審議会の設置期間は、合併の日から平成27年３月31日までとする。
（所掌事務）
第３条　審議会は、旧町村の区域ごとに、当該区域に係る次に掲げる事項について、町長の諮問に応じて審
議し、答申するものとする。
（1）新町建設計画の変更に関する事項
（2）新町建設計画の執行状況に関する事項
（3）地域振興のための基金の活用に関する事項
（4）新町の基本構想の作成及び変更に関する事項
（5）その他町長が必要と認める事項
２　審議会は、必要と認める事項について審議し、町長に意見を述べることができる。
（組織）
第４条　審議会は、委員15人以内をもって組織する。
（委員）
第５条　委員は、当該区域に住所を有する者又は当該区域内に存する事務所等に勤務する者で次に掲げるも
ののうちから町長が委嘱する。
（1）公共的団体の役職員
（2）学識経験者
（任期）
第６条　委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任
期間とする。
２　委員は、再任されることができる。
（会長及び副会長）
第７条　審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。
２　会長は、会務を総理し、審議会を代表する。
３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。
（会議）
第８条　審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。
２ 会議は、毎年２回以上開催するものとする。また、委員の４分の１以上の者から審議を求める事項を示
して請求があったときは、開催するものとする。
３　会議は、委員の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。
４　会議の議長は、会長をもって充てる。
５　議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
６ 会長は、審議上必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ意見を聴き、又は資料の提
出を求めることができる。
７ 会議は、原則として公開で行うものとする。ただし、議長が必要と認める場合は、会議に諮ったうえで
公開しないことができる。
（庶務）
第９条　会議の庶務は、企画を担当する課において処理する。
（雑則）
第10条　審議会の議事その他会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

地域審議会の設置並びに組織運営に関する協議については、議会の議決が必要であり、協議が成立したと
きは、合併関係市町村は、直ちにその内容を告示することになっています。

名　　　　　称

広見地区地域審議会

日吉地区地域審議会

設　置　区　域
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提　案　日

基本的協議項目 その他（各種事務事業の取扱い）

特例法に規定されている協議項目

その他必要な協議項目

その他（各種事務事業の取扱い）

1

2

3

4

5

22-9

22-10

22-11

22-12

22-13

22-14

22-15

22-16

22-17

22-18

22-19

22-20

22-21

22-22

22-23

22-24

22-25

22-26

22-27

22-28

22-29

22-30

22-31

22-32

22-33

22-34

22-35

22-36

22-37

22-38

22-39

22-40

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22-1

22-2

22-3

22-4

22-5

22-6

22-7

22-8

合併の方式 税務業務

出納業務

選挙管理委員会業務

監査委員会業務

地籍調査業務

農政業務

林業業務

農業土木業務

水産業務

商工観光業務

建設業務

都市計画業務

用地業務

水道業務

農業委員会業務

下水道業務

戸籍住民業務

国保業務

年金業務

介護保険業務

保健業務

高齢者福祉業務

社会福祉業務

社会福祉協議会業務

児童福祉業務

人権業務

環境衛生業務

診療所業務

学校教育業務

社会教育業務

社会体育業務

文化芸術業務

合併の時期

新町の名称

事務所の位置

財産の取扱い

町村議会議員の任期
及び定数の取扱い
農業委員会委員の任
期及び定数の取扱い

地方税の取扱い

一般職員の身分
の取扱い
地域審議会の取
扱い
新町建設計画に
ついて

特別職の身分の
取扱い
条例・規則等の
取扱い

組織及び機構

一部事務組合の
取扱い
使用料・手数料の
取扱い
公共的団体等の
取扱い
補助金、交付金
等の取扱い
行政連絡機構の
取扱い

町字名の取扱い

慣行の取扱い

議会業務

企画業務

広報広聴業務

財政業務

管財業務

総務人事業務

防災交通業務

電算業務

第１回
平成16年１月15日

第１回
平成16年１月15日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第１回
平成16年１月15日

第１回
平成16年１月15日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

継続協議中

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日 継続協議中

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第２回
平成16年２月５日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日 継続協議中

第３回
平成16年３月９日

第３回
平成16年３月９日

確　認　日 提　案　日 確　認　日

合併協議状況一覧表　　　　　　Ｈ16.3.9現在 確認済事項 継続協議事項
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合併に関するお問い合わせは

広見町・日吉村合併協議会事務局
TEL：0895-45-1111（内線400～404）
FAX：0895-45-3078
メールアドレス：

gappei@town.hiromi.ehime.jp
※　ご意見等お待ちしております。

第 4回協議会
●月　日 4月7日（水）

●時　間 午後2時

●場　所 日吉村
住民センター

第 5回協議会
《予　　定》

●月　日 5月6日（木）

●時　間 午後2時

●場　所 広見町民会館

平
成
十
六
年
度

事
業
計
画
・
予
算
決
ま
る

○
新
町
建
設
計
画
の
作
成

○
協
議
会
だ
よ
り
の
発
行
等

に
よ
る
情
報
の
提
供

○
行
財
政
現
況
調
査
及
び
事

務
事
業
実
態
調
査
の
実
施

○
先
進
地
等
の
資
料
、
情
報

収
集
及
び
調
査
研
究

○
合
併
移
行
準
備

○
そ
の
他
必
要
な
事
項

平成16年度合併協議会歳入歳出予算書
第
三
回
協
議
会
で
承
認
さ

れ
た
平
成
十
六
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
協
議
会
、
小
委
員
会
、
幹

事
会
及
び
専
門
部
会
の
開

催
○
合
併
協
議
項
目
の
協
議

新町の名称は公募で

－第１回新町名候補
選定小委員会－

第
一
回
新
町
名
候
補
選
定

小
委
員
会
は
二
月
二
十
日
、

広
見
町
民
会
館
で
午
後
二
時

か
ら
、
全
委
員
が
出
席
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

宮
本
幸
孝
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
新
町
名
候
補

の
選
定
に
つ
い
て
委
員
そ
れ

ぞ
れ
が
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

き
ほ
く
合
併
協
議
会
で
確

認
し
た
「
き
ほ
く
」
の
取
扱

い
を
ど
う
す
る
か
、
ま
た
、

き
ほ
く
合
併
協
議
会
で
募
集

し
た
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

再
度
選
出
す
る
方
法
な
ど
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
集
約

し
た
結
果
、
日
程
が
取
れ
る

の
な
ら
改
め
て
公
募
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
小
委
員
会
は

確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
が
提
案

し
た
公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

応
募
要
領
等
に
つ
い
て
協
議

し
、
賞
品
額
の
一
部
修
正
を

行
い
確
認
し
ま
し
た
。

第
一
回
新
町
名
候
補

選
定
小
委
員
会

歳　入 単位：千円

歳　出

款

１ 負担金

２ 県支出金
３ 繰越金
４ 諸収入

項

１ 負担金

１ 県補助金
１ 繰越金
１ 雑入

金　額

14,000

2,000
2,999
1

19,000

説　　　明
２町村負担金
広見町　　7,000
日吉村　　7,000
合併協議会運営費補助金

預金利子
歳入合計

款

１ 運営費

２ 事業費

３ 予備費

項

１会議費

２事務費

１事業推進費
２調査研究費
１予備費

金　額

2,468

7,512

605
8,130
285

19,000

説　　　明
協議会委員報酬・費用弁
償・委託料ほか
需用費・使用料及び賃借料
ほか
報償費ほか
委託料
予備費

歳出合計


